




研究目的

　小児の尿路奇形は四肢奇形に次いで頻度が高い先天異常である。尿路奇形の

うち,尿道下裂は外表奇形であるため生下時に容易に診断され,大部分ほ小児期

に治療の対象とされる。

　本研究の目的は尿道下裂の発生要因ならびに遣伝予後を明らかにし,本症の

発生予防に寄与すること,患児の親からうける遣伝相談に対してわが国におけ

を資料に基づいた正確な回答を与えることにある。このような研究はわが国で

は,従来,未知の分野であった。


